
お客さま各位                                                                  平成 29年 8月 29日

九州周遊観光活性化コンソーシアム 

（メンバー）九電テクノシステムズ株式会社

総務省「IoT サービス創出支援事業」 

～ シェアリングエコノミー型    九州周遊観光サービスモデル事業 ～

平成 28 年度第 2 次補正予算 総務省「IoT サービス創出支援事業」のシェアリングエコノミー分野におい

て、九州周遊観光活性化コンソーシアム（代表機関：トラストパーク株式会社）が提案した「シェアリング

エコノミー型 九州周遊観光サービスモデル事業」が採択され、熊本地震被災地の復興、九州各地の観光振興

を目的として、熊本阿蘇の道の駅や長崎の島原城など 7 地域の不稼働時間帯の駐車場に車中泊を可能とする

ルール整備と無人運用が可能な電源供給型の駐車管理システムを導入し、新しい旅のカタチ「 車泊(くるまは

く)」と「地域体験」を軸とした実証事業を 2017 年 11 月から開始します。地方公共団体が所有管理する遊休

資産・不稼動資産や地域住民のスキルをシェアリングエコノミーのサービスにより有料化及び自走運営を実

証し、各地に普及展開を図ります。

【実証地域】

○熊本県：阿蘇市・南阿蘇村・和水町・錦町・五木村

○長崎県：島原市・川棚町

(車泊：道の駅=4、観光施設=2、温泉施設＝1 の７施設) 

 周遊観光客が安心・安全に車泊ができるスペースを設け、そこを起点に地域観光やアクティビティー等の

コンテンツを連携させると共に、スマートフォン・車両検知センサーより、周遊・滞在データを収集分析し、

熊本地震被災地の復興事業や各地の観光振興施策への反映を図るリファレンスモデル。自然災害時は、防災

拠点・一時避難場所としても活用する。

九州周遊観光ポータルサイトを構築し、地域体験予約は「TABICA」、車泊スペースの予約は「軒先パーキ

ング」と連携する。車泊予約完了後に生成される予約ＱＲコードを駐車場の給電制御装置にかざすと、予約

した駐車スペースの電源コンセントが利用可能になる。当駐車場は日本 RV 協会の「RV パーク」と連携する。

今回はキャンピングカーユーザーに限らず、一般車・レンタカーユーザーが「手ぶらで車泊」ができるよ

うに、各地でアウトドア用品や家電品等のレンタル及び人によるおもてなし運用も行い「グランピングパー

ク」として車泊ブランドの構築を目指し、車泊による滞在観光需要の掘り起こしを図る。

■実施団体名：九州周遊観光活性化コンソーシアム

トラストパーク株式会社/熊本県阿蘇市役所/熊本県南阿蘇村役場/熊本県和水町役場/熊本県五木村役場/

熊本県錦町役場/長崎県島原市役所/長崎県川棚町役場/特定非営利活動法人 価値創造プラットフォーム/ 

九電テクノシステムズ株式会社/株式会社イー・フォレスト/軒先株式会社/株式会社ガイアックス/ 

株式会社 notteco/株式会社ＲＶトラスト/株式会社よかネット/長崎国際大学 国際観光学科 尾場研究室/

くるま旅クラブ株式会社/一般社団法人日本ＲＶ協会/九州・沖縄「道の駅」連絡会事務局 

■実証事業開始日: 2017/11/1(水)～ [現地見学会予定：9/26(火)熊本県和水町、9/27(水)長崎県川棚町] 

■Facebook：https://www.facebook.com/Kurumahaku/ [8/29～現地見学会のご案内,現地写真など公開予定] 

■お問い合せ先：トラストパーク ソリューション本部 〒812-0016 福岡市博多区博多駅南五丁目 15 番 18 号 

Tel :092-437-8934  E-mail:trust-info@trustpark.co.jp 

＜九州周遊観光サービスモデル事業概要＞


